
図30 　 ホ-- ン ベ ル フ 　 ≪ ネ- デ ル ラ ン ト の 諺 ≫

出典､岡部『図説ブリューゲル』

図 　31 　 ≪ ネ- デ ル ラ ン ト の 諺 ≫ の 一 部 　 画 面 中 央 上 部 に 非 常 に 小 さ

くではあるが､列をなして歩く盲人の姿がある｡

この作品に特徴的であるが､ブリューゲルはひとつの画面によ

り多くの諺を百科全書的に網羅したといわれており､そのような

意 思 が あ っ た こ と が 推 察 さ れ る｡ し か し､ さ ら に い え ば､ そ う い

っ た 一 連 の 世 界 観 の 中 に､ 諺 と い う 形 で あ れ｢ 社 会 的 周 縁｣ を 描

く　ということは､彼らを絶対的他者たらしめ､排除しよう　という

姿勢とは反対の態度であるように見受けられる｡それは≪謝肉祭
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と 四 旬 節 の 闘 い ≫ に お い て も 同 様 で あ る｡ 上 記 の2 作 品 は､ 現 世

に生きる人間すべてをとらえた世俗画､寓意画であり､これらす

べ て が｢ 民 衆 世 界｣ と し て 保 存 さ れ る べ き で あ る と い う､ ブ リ ュ

ーゲルの主張がよみとれる｡そういった観点に立って､ブリュー

ゲルの≪足なえたち≫を解釈すれば､それが彼らに対する否定的

な視座から描かれたものではないと､考えられるだろう｡

さ ら に､ 近 年 ブ リ ュ ー ゲ ル の 真 筆 と み な さ れ た､ Pieter

Brueghel d. A., Dell We)'D Zum Feet des heJ'll'gen Martl'B, Madrid,

Museo del Prado, 1565-68. Web 取 得:

https://www.museodelprado.es/en/resource/the･wine-of･saint-

martins-day/6a4a9C81･e2f3･41b2･9a73･cOd8e5020dab (2017 年

4 月 現 在) ≪ 聖 マ ル テ イ ン の ワ イ ン 祭 り ≫ ( 図32) と い う 作 品 が

あ る214｡

図　32　≪聖マルテインのワイン祭り≫

油 彩､ 148 ×270.5cm､ 1565-1568 年 頃 　 プ ラ ド 美 術 館

214 　 保 存 状 態 の よ い 作 者 不 詳 の 作 品 を( 図33) に 載 せ た｡
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出 典: Web 取 得

虫ii 伽ource/the-wine-of-saint-marti

地6a___4"a99__8iI 旦2f341 も2-9a73･cOd8e5020dab (2017 年4 月 現 在)

1

図33　作者不詳≪聖マルテインのワイン祭り≫

油 彩 画､ 17 世 紀 後 半?147 ×269.5cm 　 ブ リ ュ ッ セ ル 王 立 美 術 館 所 蔵

こちらはブリューゲルのオリジナルのもさくであるが､保存状態がよ

く､画面右の盲人や足なえが聖人に施しを要求する場面など､様々な

情景がよりはっきり　と確認できる｡

出典:岡部､ 『図説ブリューゲル』

こ ち ら は11 月11 日 の 聖 マ ル テ イ ン の 祝 日 に 催 さ れ る ワ イ ン 祭

りのシーンを描いたものであるが､画面中央に三角形に群れを成

す民衆の躍動感とエネルギーは､第3章で述べたベルセの枠組を

借りるならば､祭りに内包される蜂起の性格を表現したものとと

ら え る こ と が で き よ う｡ 第3 章 で 述 べ て き た 枠 組 に の っ と っ て い
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えば､このような暴力的な民衆の祭りは､聖人の名前を借りてガ

ス抜きを行うことの出来る発散の場であり､その暴力性は儀礼の

意味合いを持っていることが理解できるだろう｡画面左では母親

が子供を抱きかかえあやしていたり､左奥でダンスを踊る農民､

寝転がる男性などがいたり､ここでもブリューゲルが様々な農村

社 会 の 側 面 を 描 き 出 し て い る こ と が わ か る｡ そ し て､ こ の よ う な

｢ 民 衆 文 化｣ の 祭 り を 中 心 に､ ひ と き わ 目 立 っ 画 面 右 下 で､ 足 な

えや盲人に慈悲を施す馬上の聖人が描かれる｡このような祭りの

場において､｢社会的周縁｣のものたちを前景の目立つ位置に置い

て い る こ と か ら､ ブ リ ュ ー ゲ ル が 彼 ら の 存 在 を 忘 れ て お ら ず､ む

しろ意識的に措いていることが見てとれる｡

第3 節｢ 記 憶 の 場｣ に あ ら わ れ た｢ 社 会 的 周 縁｣ - ブ リ ュ ー ゲ ル2

世 の 作 品 を 用 い て-

こ こ で､ ブ リ ュ ー ゲ ル の 息 子 で あ る ピ ー テ ル= ブ リ ュ ー ゲ ル2 世

の作品を再びと　りあげることと　したい｡それは施しの描写が前面

に 　 あ 　 ら 　 わ 　 れ 　 た､ Pieter Brueghel d. J., DL'e Wez･he dez･

BarmherzL'gkel't, Bach 1616. Ulm, Deutsches Brotmuseum, nach

1616. Erz, ZbL'd, Seite 　331. ≪ 慈 善 行 為 ≫ ( 図 　34) で あ る.
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こ の 絵 の テ ー マ は､ ブ リ 　 ュ ー ゲ ル が ヒ エ ロ ニ ム ス= コ ッ ク の 版

画店で働いていた際に作成した≪七つの美徳≫シリーズのひとつ､

Pieter Brueghel d. A., Wohltb'tL'gkeL't, Rotterdam, Boymans

van-Beuningen, 森 『 ブ リ ュ ー ゲ ル 版 画 の 世 界 』､ 107 頁｡ ≪ 愛 徳

≫ ( 図 　35) の 模 写 で あ る こ と は 間 違 い な い｡ ≪1616 年 以 降 の 慈

善事業≫はロッテルダムの博物館ポイマンスーフアン=べ-ニンゲ

ン に 保 管 さ れ た1559 　 年 の ブ リ 　 ュ ー ゲ ル の 下 絵 素 描 　Pieter

Brueghel d. 　 Å., 　Wohlth'tl'gkeL't, 　Rotterdam, 　Boymans

van-Beuningen, 1559. Erz, ZbL'd, Seite 330 ( 図36) を 基 礎 に 置

き､ フ ィ リ 　 ッ プ ス= ハ レ が 銅 版 画 に 起 こ し た も の の さ ら な る 模 倣

品である｡

図35 　 ブ リ ュ ー ゲ ル 　 ≪ 愛 徳 ≫ 　 フ ィ リ 　 ッ プ ス= ハ レ に よ る 銅 版 画

ブリ　ューゲル2世はこの作品を参考に制作した｡ラテン語の銘文は以
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下の通り｡

(他人に降りかかることが自らにも降りかかると覚悟せよ､そうすれ

ばあなたは人助けをすべきことに気付くはず｡逆境に会って助けを求

める人の心を理解したとき､はじめて人助けの心を掻き立てられるの

だ か ら221｡)

出典:森監修､ 『ブリューゲル版画の世界』

図36 　 ブ リ ュ ー ゲ ル 　 ≪ 愛 徳 ≫ 　 下 絵 素 描

1559 年 　 ポ イ マ ン ス 　 フ ア ン 　 べ- ニ ン ゲ ン 美 術 館

下絵のため銅版画とそれを模倣したブリューゲル2世の作品とは左右

221 森 監 修､ 『 ブ リ ュ ー ゲ ル 版 画 の 世 界 』､ 107 頁｡ ラ テ ン 語 翻 訳 部 分 は

高田康成｡
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が 反 転 し て い る｡ 中 心 に い る の が 慈 愛 の 擬 人 像 で あ る が､ ブ リ ュ ー ゲ

ル2世はこの女性を取り去り､隣の子供を連れた女性を中心的な位置

に置いた｡

出 典: Klaus Erz und Christa Nitze-Erz, Pl'etez･Breughel dell

Jzl'Dgere-Jab Bz･eughel Jet A'Jtez･e Flb'mL'scbe MaleTel'um 1600

TTadL'tL'oD uDd FoTtSChrL'tt.

ブリューゲル　2世の作品は現存しているだけで16点も存在が

認 め ら れ て い る が222､ す べ て の 作 品 は 銅 版 画 に 倣 い､ ブ リ ュ ー ゲ

ルの下絵素描に倣ってはいない｡父ブリューゲルの作品とのもっ

とも重要な違いは､ブリューゲルのほうには中心に若い女性が描

かれていることである｡下絵素描と-レの作品の中心に寓意的に

描かれている女性の姿は､慈善の具現化であり､頭上には母の愛

の象徴としてのペリカンが措かれている｡しかしながら慈善の体

現 で あ る こ の 女 性 と ペ リ カ ン は､ 息 子 の 作 品 で は 消 さ れ て い る2230

色のない銅版画から彩色された油彩画-の移行に際し､ブリュ

ーゲル2世は貧民と物乞いの衣服のぼろぼろさ具合を高めている｡

右手に杖を持ち､頭までケープを被っている老女がその例である｡

この老女は慈愛の女性の代わりに中心的な位置に置かれることと

なる｡父のブリューゲル作品の場合では､彼女は簡易な服を着て

い る だ け で､ つ ぎ は ぎ の ぼ ろ 衣 装 と い う 印 象 は な い｡ す べ て の 作

品 に お い て､ ブ リ ュ ー ゲ ル2 世 は こ れ ら の 衣 を 乱 雑 で､ み す ぼ ら

222 　 ェ ル ツ に よ れ ば､ こ の テ ー マ は8 つ の 自 筆､ 5 つ の 疑 わ し い も の､ 3

つ の コ ピ ー 作 品 が あ る と い う｡ 参 照､ 　Erz,Zbl'd,Seite328.

223 　Erz, IbL'd., Seite 330.
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し く､ 間 に 合 わ せ で､ な ら ず 者 の 衣 の 形 の よ う な っ ぎ は ぎ､ つ ま

り｢社会的周縁｣の人びとの使い古された布､ほどけかけた安物

の 服 と し て 表 現 し た224｡ 前 景 で 服 を 着 せ ら れ て い る 裸 の 　3 人 は､

ブリューゲル2世の作品では表現が緩和され､彼らの衣はより体

を 覆 い､ そ の 体 も よ り 見 て く れ よ く 描 か れ る｡ ま た､ 先 ほ ど の 老

女に左手を繋いでいる子供も､ブリューゲルの下絵素描では全裸

であったが､その表現がブリューゲル2世の作品では緩和されて

い る｡ つ ま り､ ブ リ ュ ー ゲ ル2 世 に よ る､ 父 の 作 品 の 鋭 さ- の こ

の よ う な 緩 和 が 見 ら れ る の で あ る225｡ ク ラ ウ ス= エ ル ツ は､ こ の

ような緩和は､より友好的な表現であり､みじめさの程度を下げ､

より共感を呼ぶように形作られたことを指摘する｡背景の自然の

茂みや木々の領域は､ブリューゲルの時は木の葉が落とされてい

て鋭いタッチで冷たいが､息子のほうは春か夏の季節で､葉が茂

った枝葉で教会がと　りまかれ､そこからある種の｢居心地の良さ｣

( 暖 か み が あ る) が 与 え ら れ る と 述 べ る｡

ま た､ ブ リ ュ ー ゲ ル の 下 絵 素 描 よ り も ブ リ ュ ー ゲ ル2 世 の 油 彩

画のほうがより個人的な顔の特徴を描いている｡これについても

エルツは､｢顔をむき出しにして顔をはっきり　とさせ､感性の動き

を よ り は っ き 　 り 　 と さ せ､ ( 描 か れ た 人 び と の: 引 用 者) 心 の 動 き の

違いを見せる働きを強くする｡彼ら(描かれた人びとの:引用者)

はもはや父の作品における典型的として効果をより薄く　している｡

父の場合すべての人物は単なる典型として固定されている｡一人

ひとりの個々人がわれわれに同情心を芽生えさせることはない｡

224 　ZbL'd.

225 　ZbL'd.
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むしろ全体と　しての表現の重みによって要点をとらえている226｣

と述べる｡

父と息子の作品の以上のような差異は､エルツの指摘するよう

な､単に銅版画から油彩画-の変更にともなってより適合的な作

品に仕上げるためという　目的だけではないだろう｡

ま ず､ ブ リ ュ ー ゲ ル の 版 画 に 見 ら れ る｢ 人 物 の 無 個 性 さ｣ に つ

い て 述 べ た い｡ ブ リ ュ ー ゲ ル の ≪ 愛 徳 ≫ は1559 年 に 制 作 さ れ た

も の で､ こ の 作 品 は ヒ エ ロ ニ ム ス= コ ッ ク の 版 画 店 で 販 売 さ れ た

も の で あ る｡ そ の た め､ ど の 程 度 ブ リ ュ ー ゲ ル の 意 図 が 反 映 さ れ

たのかを見極めることは難しい｡そして､ ≪7　つの美徳≫シリー

ズ の1 作 品 で あ る か ら､ 他 の 作 品 と の 均 衡 を 保 た ね ば な ら ず､ 他

の 作 品 同 様､ 人 物 の 個 性 は 希 薄 で あ っ た｡ さ ら に ブ リ ュ ー ゲ ル の

下絵素描からフィリ　ップス=ハレが銅版画に起こした際に､様々

な 個 所 が 変 更 さ れ て い る227｡ し た が っ て､ ヒ エ ロ ニ ム ス= コ ッ ク

の版画店で制作されたブリューゲルの作品解釈については慎重に

ならざるをえない｡

し か し､ ウ ル ス ラ=- ル テ イ ン グ に よ る と､ こ の 画 面 に は16 世

紀中期以降のアントウェルペンでの福祉政策が反映されていると

い う｡ ア ン ト ウ ェ ル ペ ン で は 教 区 単 位 で｢ 聖 霊 の 食 卓｣ 228 と い わ

れる組織的な救貧活動が機能しており､市当局はこう　した慈善家

226 　Erz, ZbL'd., Seite 330･332.

227 　 ス ト リ 　 ッ ド ペ ッ ク に よ る と､ 空 の 深 皿 の そ ば に 置 か れ て い た 禁 欲 の

象徴としてのベルトが取り去られ､ハレは既にロッテルダムの描写で傍
のベルトと発見された小枝の束(規律と痛みの象徴と　しての)を取り去

っ た の で､ そ れ ゆ え ピ ー テ ル= ブ リ ュ ー ゲ ル2 世 の 作 品 で も そ の 描 写 が

消 失 し た と 述 べ る｡ 参 照､ Erz,ZbL'd.,Seite330.

228 　｢ 聖 霊 の 食 卓｣ に つ い て は､ 河 原､ 前 掲 書 参 照｡
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に 麦 や 塩､ 酒 類 の 免 税 を 保 証 し た と い う229｡ そ う い っ た 最 中 に､

救貧政策の再編成が行われていく　ことになるのであるから､この

版画はまさに当時のネ-デルラント社会においてタイムリーな問

題 を 含 ん だ も の で あ っ た と い え よ う｡ そ し て､ 後 に ブ リ ュ ー ゲ ル

2 　 世 が､ ブ リ ュ ー ゲ ル の ≪7 　 つ の 美 徳 ≫ シ リ ー ズ の 父 の 作 品 の 模

作 の 過 程 に お い て､ 作 品 の 中 か ら､ 繰 り 返 し こ の テ ー マ を 選 択 し

て描いたことが重要である｡ブリューゲル2世は晩年のブリュー

ゲ ル が ≪ 盲 人 の 寓 話 ≫ で 描 き 出 し た よ う な､ 貧 民 の｢ 個｣ と 　 し て

の差異性を生み出している｡そして､慈愛の寓意である女性を取

り去ることによって､描かれた世界はより現実的な次元-と引き

寄せられている｡さらにその描写をいく　らか緩和して描く　ことに

よって､ブリューゲル2世は鑑賞者に措かれた者-の共感や友好

的 な 態 度 を 提 示 し た と い え よ う｡ こ の よ う に､ ブ リ ュ ー ゲ ル2 世

の作品はブリ　ューゲルの｢社会的周縁｣のものたちを描く視座を

重要祝し､ネ-デルラントの現実的な問題のひとつと　して父の作

品を継承して描いたという新たな解釈が成立するのではないだろ

う か｡ 筆 者 は､ ブ リ ュ ー ゲ ル2 世 が､ 制 約 の あ る 中 で 制 作 さ れ た

父ブリューゲルの作品を､本来の意図にしたがって描き直したと

いう位置づけをしたい｡

このような慈善活動が広く行われるほど､日常生活において｢社

会的周縁｣の人びとは無視できないほどの存在であったことが確

認 で き る｡ ブ リ ュ ー ゲ ル 　2 　 世 の 描 く 　 こ の よ う な 世 界 で､ ｢ 良 き 貧

民｣ と｢ 悪 し き 貧 民｣ を 見 分 け る こ と は 難 し い｡ 世 俗 の 人 び と が

229 　 森 洋 子 監 修 『 ブ リ ュ ー ゲ ル 版 画 の 世 界 』(Bunkamura､ 2010)､ 107.

- ル テ イ ン グ に つ い て は､ Ursula H6rting, "Werke der

Barmherzigkeit", WelthuDSt, Sept. 1997, p. 1702.
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手を差し伸べるかたわらで､働けない彼らを次から次-と排除す

る 態 度 を と っ て い く 都 市 権 力 に 対 し て､ ブ リ ュ ー ゲ ル2 世 は､ 彼

らをどう　して守っていけばいいのか､という問いかけを投げかけ

ているよ　うにみえる｡

したがって､この絵を貧民に対する否定的描写とみるよりは､

このような社会を生み出す都市権力に対する非難の姿勢があるよ

う に 見 う け ら れ る｡ こ の 作 品 に は､ 都 市 権 力 に よ る 物 乞 い､ す な

わ ち｢ 社 会 的 周 縁｣ の 人 び と- の 弾 圧 と､ そ れ に 対 す る 一 般 の 人

びとの感覚のずれが認識される｡とくにブリューゲルは知識人階

層に身を置きながら､彼ら｢社会的周縁｣の人びとの存在をしっ

かり　と｢都市共同体｣(中世後期及び絶対王政期の中間団体として

の｢ 都 市｣ を 指 す) の 構 成 員230 と し て 認 識 し て お り､ 彼 ら に 対 し

て排除の措置を取るべきではないという姿勢を持っていたように､

筆者には思えてならない｡

それでも､大衆的貧困を抱えた都市権力は､容赦ない弾圧を行

っ て い く｡ こ れ に と も な っ て17 　 世 紀 以 降､ 物 乞 い に 対 す る 表 象

と　しては一元的な差別意識が強く　なっていく　ことが､ジャック=

カロの作品群でみてとれる｡

230 ｢｢ 都 市 共 同 体｣ の 構 成 員｣ と い う 表 現 に つ い て､ 当 時 の ネ- デ ル ラ

ント社会における｢物乞い｣のギルドの存在の精査を行うことが今後の

課題となる｡筆者は､少なく　ともブリューゲルが弱者の救済の義務を自

分たちが担う　という義務感を持っていたという立場をとっている｡
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ll

図 　37 　 ジ ャ ッ ク= カ ロ

左: ≪ヴィェル弾き≫　右: ≪松葉杖をつく帽子をかぶった乞食≫

版 画､ 1610 年 頃､ 版 元､ 出 版 年 不 明

出 典: 中 田 明 日 佳 　 『 ジ ャ ッ ク･ カ ロ ー リ ア リ ズ ム と 奇 想 の 劇 場- 』

( 国 立 西 洋 美 術 館､ 2014 年)､ 87 頁｡

連 作 の 表 題 紙 に｢ ご ろ つ き た ち の 首 領｣ と 記 さ れ､ カ ロ が 物 乞

い た ち を｢ ご ろ つ き｣ と 見 な し て い た こ と が 確 か め ら れ る225 ( 図

37)｡ 体 躯 の 頑 丈 さ か ら も､ 中 世 に お い て 物 乞 い た ち に 向 け ら れ

たよ　うな憐偶の感情は見られず､差別的であると同時に､自分と

225 　 中 田 明 日 佳 『 ジ ャ ッ ク･ カ ロ ー リ ア リ ズ ム と 奇 想 の 劇 場- 』 ( 国 立 西

洋 美 術 館､ 2014 年)､ 87 頁｡
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は身分も世界も異なるものを｢エキゾチックな｣対象としてとら

える画家の突き放した視座がうかがえる｡

また､カロの銅版画で､当時の『教訓集』に銘文付きで転載さ

れ た も の が あ る が､ そ こ に は｢ 行 け る 所- い き､ 死 す べ き 場 所 で

死 ね! ｣ と 記 さ れ る232 ( 図38)0

図38 　 カ ロ の イ ラ ス ト を 用 い たJ= ラ ニ エ の 『 教 訓 集 』 の 一 部

出 典: ゲ レ メ ク､ ≪ 憐 み と 縛 り 首 ≫､ 267 頁｡

232 　 ゲ レ メ ク､ 前 掲 書､ 267 頁｡ た だ し 銘 文 はJ= ラ ニ エ の 作 品 に つ け ら

れた後のものである｡
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これはこの物乞い集団が､都市の警吏によって施療院に追い立

てられている図である｡画面左には､当時貧民を収容した古典的

な監獄も描かれる｡

カ ロ は フ ラ ン ス 地 域 の 版 画 家 で あ っ た が､ こ の よ う に､ ブ リ ュ

ーゲルとは反対に｢社会的周縁｣に対し他者性と差別的な視点で

もって作品を制作した｡これは画家の性格や心情によるところも

も ち ろ ん で あ る が､ 17 世 紀 に な る と､ こ の よ う な 容 赦 な き 排 除 の

政策がより進行し､人びとの心性に受けいれられていったとみる

ことが可能である｡以上の対比から､ ｢社会的周縁｣に対する表象

が変容する過渡期で､ブリューゲルがその波に逆らう形で作品を

描いていたことがより鮮明になるであろう｡

本章ではブリューゲルの図像を歴史学的視点から分析すること

に よ っ て､ 彼 が｢ 社 会 的 周 縁｣ の 実 態 を 冷 静 に と ら え て い る こ と

を指摘した.ブリューゲルは､彼らを一元的な差別感情で描く　こ

とはしていない｡彼らを絶対的他者たらしめるのではなく､反対

に､身近な存在として､自らと完全に切り離すことはできない存

在 と し て と ら え る｡ ま た､ 彼 ら の 存 在 を し っ か り 　 と 認 識 し､ 彼 ら

を含めずにはネ-デルラント社会は成り立たないとの訴えをおこ

し て い る よ う で も あ る｡

ブリューゲルは､都市権力が｢社会的周縁｣を排除する体制を

強 め て い く 過 渡 期 を 生 き た｡ し か し､ 当 時 は 彼 ら｢ 社 会 的 周 縁｣

をネ-デルラント社会において不可欠なものの一部とみなす人び

と も い た｡ そ の 感 覚 を 表 明 し た の が､ ブ リ ュ ー ゲ ル で あ る と い え

る｡

以上のように､｢社会的周縁｣のものに対するブリューゲルの姿
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勢は､都市権力や､その影響下におかれた知識人階層とは異なる

も の で あ っ た こ と が､ よ り 明 ら か に な っ た で あ ろ う｡

第5章　歴史学的見地から見たブリューゲル像の再評価-ブリューゲル

の前後の時代における絵画作品の変容-

第1 節 分 離 と 再 発 見 の は ざ ま- ブ リ ュ ー ゲ ル の 再 評 価-

本 章 で は､ ｢ 風 景 画｣ と も 評 さ れ る ジ ャ ン ル の 中 に 散 見 さ れ る 農 民

や｢ 社 会 的 周 縁｣ の も の た ち の 変 遷 を 取 り 上 げ る｡ ネ- デ ル ラ ン ト は

16 世 紀 に お い て｢ 風 景 画｣ が 独 自 の ジ ャ ン ル- と 発 展 す る 過 渡 期 に あ

っ た｡ ヨ ー ロ ッ パ の 風 景 画 の 繁 明 は15 　 世 紀 初 頭 頃 で あ る｡ そ れ は フ

ラ ン ド ル で 独 立 し た ジ ャ ン ル- と 発 展 し､ や が て 南 ネ- デ ル ラ ン ト と

いう境をも越えてドイツやイタリアなどで高い評価を受けるよ　うに

な る233｡

風景画が独立したジャンルと　して意識､制作されるよ　うになるのは

17世紀のオランダにおいてであるが､絵画作品の中に存在する風景画

はさらに時代をさかのぼって確認できる｡それはたとえばミニアチュ

ールの挿絵や技術訓練のためのスケッチであり､これらは風景画の前

段階の作品として評価される｡フランドル絵画は､宗教的主題を伴わ

ない現実的な牧歌的風景画を普及させたことに大きな特徴がある｡

ま ず､ 風 景 画 の 特 徴 は 主 に 以 下 の 　3 点 か ら な る｡ 第1 は､ 聖 書 お よ

び 神 話 を 主 題 と 　 し た 作 品 中 に 現 れ る 風 景､ 第2 は､ 1 年12 ケ 月 の 月 暦

233　風景画については､木島俊介監修『ウィーン美術史美術館所蔵　風

景 画 の 誕 生 』 ( 印 象 社､ 2015)､ 石 川 美 子 『 青 の パ テ ィ ニ ー ル 　 最 初 の 風

景 画 家 』 ( み す ず 書 房､ 2014) な ど を 参 照｡
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画中に現れる風景､そして第3は牧歌を主題とした作品中にあらわれ

る 風 景 で あ る228｡ 最 初 の｢ 純 粋 な｣ 風 景 画 家 は ヨ ア ヒ ム= パ テ ィ ニ ー

ル(1480/85･1524) と さ れ る｡ 1512 年 に ア ル ブ レ ヒ ト= デ ュ ー ラ ー は

ア ン ト 　 ウ 　 ェ ル ペ ン に 滞 在 　 し､ パ テ ィ 　 ニ ー ル を｢ 良 き 風 景 画 家

(Landschaftsmaler)｣ と 称 し て い る｡ ブ リ ュ ー ゲ ル も パ テ ィ ニ ー ル

の作品に影響を受けたとされる｡パティニールの作品においては､ ≪

エ ジ プ ト- の 逃 避 の あ る 風 景 ≫ ( 図 　39) に 顕 著 で あ る よ う に､ 聖 人 た

ち は｢ 風 景 の 一 部｣ と し て 組 み 込 ま れ る｡ こ の こ と は､ 画 家 の 興 味 が

主に人物それ自体ではなく､人物が置かれる場と　しての風景にあった

ことを物語る｡

軒ー

図39 　 ヨ ア ヒ ム= パ テ ィ ニ ー ル 　 ≪ エ ジ プ ト- の 逃 避 の あ る

風景≫

228　木島俊介監修『ウィーン美術史美術館所蔵　風景画の誕生』(印象社､

2015)､ 27 頁｡
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油 彩､ 18.3 ×22.4cm､ 16 世 紀 前 半 頃､ ア ン ト ウ ェ ル ペ ン 王

立美術館

出典:石川美子　『青のパティニール　最初の風景画家』(み

す ず 書 房､ 2014)

こ の パ テ ィ ニ ー ル の 作 品 で 注 目 　 し た い の は､ 図 　40 　 の ≪ エ ジ プ ト-

の逃避のある風景≫の画面右に描かれた農民描写である｡

図40 　 パ テ ィ ニ ー ル 　 ≪ エ ジ プ ト- の 逃 避 の あ る 風 景 ≫

油 彩､ 121 ×177cm､ 16 世 紀 頃､ プ ラ ド 美 術 館

出典:石川美子『青のパティニール』
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図41 　 ヨ ア ヒ ム= パ テ ィ ニ ー ル 　 部 分

出典:石川美子『青のパティニール』
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パティニールは風景の一部に農民を措いていたが､自身で描いたも

のを参考に工房制作で同じアングルの農民を描かせている｡そのため､

工 房 制 作 の ほ う は や や 稚 拙 な 表 現 と な っ て い る( 図 　41)｡ こ れ に つ い

て石川美子は､パティニールが楽しみをもって描かない部分に工房の

助 手 が 携 わ っ て い た と 述 べ る235｡ こ の こ と か ら､ パ テ ィ ニ ー ル の 絵 画

の 農 民 描 写 も｢ 記 憶 の 場｣ の 一 部 と い え る が､ パ テ ィ ニ ー ル 本 人 は ブ

リューゲルのように積極的にこのような｢民衆文化｣に対して興味を

もっていたわけではないことが窺える｡

このような風景画について､フランドル絵画の変遷が､宗教的主題

をもたない現実的な牧歌的風景画の普及を伴ったことは非常に重要

で あ る と 考 え る｡ ｢ 自 立 的 な 風 景 画｣ の 誕 生 が な ぜ フ ラ ン ド ル 地 方 で

起 っ た か に つ い て､ 木 島 俊 介 は､ ｢ 世 界 風 景｣ か ら｢ 写 実 風 景｣ - 変

遷したことの背景には､時代の要求があり､個別化され現実味を帯び

た場面設定を画家が選択していったことがあると　し､以下のように逮

べ る｡

スペインによる支配からの彼らの独立が個の確立を促したと

考 え る こ と は で き る｡ こ れ は カ ト リ 　 ッ ク か ら プ ロ テ ス タ ン ト-

の自立でもあった｡17世紀に至るまでカトリ　ック圏においては

普 通 の も の で あ っ た､ 架 空 の｢ 構 築 さ れ た 風 景 画｣ の 普 遍 性､

通俗性に反抗して､画家たちが独自の主題を求めたとき､彼ら

の視線が､中世以来の彼岸的な世界から､彼らの現に生きてい

る此岸の世界に向けられたと考えることもできる｡現実は今や

235　石川美子『青のパティニール　最初の風景画家』(みすず書房､2014)､

217 貢｡
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否 定 さ れ る も の で な く､ 肯 定 さ れ る も の に な っ た236｡

し か し な が ら､ 筆 者 は 上 記 の フ ァ ク タ ー だ け で は な く､ ネ- デ ル ラ

ントを全体史的にとらえた際に､ヨーロッパ規模で起きた｢民衆文化｣

と｢ エ リ ー ト 文 化｣ と の 分 離 の 過 程 が､ 要 因 の ひ と つ を な し て い る と

見 た ほ う が､ 画 家 た ち の｢ 記 憶 の 場｣ を よ り 理 解 し や す く な る の で は

ないかと考えている｡

ほ か に も､ ル ー カ ス ー フ ア ン= フ ア ル ケ ン ボ ル フ の ≪ 夏 の 風 景(7 　 月

ま た は8 月) ≫ ( 図42) や､ ハ ン ス= ボ ル に 基 づ く ≪ フ ラ ン ド ル の 村

の 生 活 ≫ ( 図43) な ど､ 風 景 画 の 普 及 を 伴 い な が ら､ 農 民 た ち の さ ま

ざまな生活の様子を牧歌的に描く作品が､この時代のネ-デルラント

の絵画作品に顕著にみられる237｡

236 　 木 島､ 『 ウ ィ ー ン 美 術 史 美 術 館 所 蔵 　 風 景 画 の 誕 生 』､ 124 頁｡

237　本論文では､風景画の中に散見される農民や｢社会的周縁｣のもの

たちが描かれた風俗画をクローズアップしているが､風景画と風俗画に

厳 密 な 線 引 き は な く､ ど ち ら も16 世 紀 以 降､ ネ- デ ル ラ ン ト を 中 心 に

流行していく　ジャンルである｡
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図43 　 ハ ン ス= ボ ル に 基 づ く 　 　 ≪ フ ラ ン ド ル の 村 の 生 活 ≫

油 彩､ 49 ×85cm､ 1562 年 頃､ ウ ィ ー ン 美 術 史 美 術 館

出典:木島俊介監修『｢ウィーン美術史美術館所蔵　風景画の誕

生｣図録』

ちなみにフアルケンボルフの作品では､大きな壷から飲み物を飲ん

でいる男や休息している農民はブリューゲルからの引用である｡ボル

の作品は､前景に放浪する物乞いの音楽家たち､子羊を背負った農夫､

帽子に鈴をつけ皿をもった物乞い､酒場でのダンスなどが見られる｡

こ れ ら の 描 写 は｢ 民 衆 文 化｣ の 記 録 で あ り､ 画 家 自 身 の｢ 再 記 憶 化｣

と い え よ う｡ こ の よ う に､ こ の 時 代､ 風 景 の 認 識 と 同 時 に｢ 保 存 さ れ

るべき対象｣として農民を描く視座があったことがうかがえる｡すで

に　3章　2節で､共同体のつながりを描いて記録しよう　と　した画家が､

ブリューゲルの他にも存在したことを指摘したが､彼らの作品に多大

な影響を及ぼし､引用作品を生み出していったほどに､ピーテル=ブ
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リ ュ- ゲ ル の 影 響 は 大 き か っ た の で あ る｡

さらに踏み込んでいえば､筆者は以上に述べた風景画の普及の流れ

の 中 に､ 新 た な 枠 組 と し て､ 牧 歌 的 風 景 に お け る｢ 農 民｣ や｢ 社 会 的

周 縁｣ の も の た ち の 消 失 と い う 現 象 に 着 目 し､ こ れ を｢ 民 衆 文 化｣ と

｢ ェ リ ー ト 文 化｣ が 帝 離 し て い く 時 代 の 変 遷 と､ ネ- デ ル ラ ン ト 社 会

において､資本主義経済の発展により｢社会的周縁｣が差別の対象と

して強制的に枠の中に入れられる過程と対応させることができるの

ではないかという仮説を立てている｡

ミ ュ シ ャ ン プ レ に よ れ ば､ ｢ 民 衆 文 化｣ と｢ エ リ ー ト 文 化｣ は16 世

紀の宗教改革を境に裂け目の拡大をみせていく　という｡ ｢16　世紀末ま

では貴族や町人､聖職者なども相当数の人びとが民衆文化を共有して

いたのだが､それが今度は決定的にエリート層から軽蔑される対象と

な っ て し ま っ た238｣ と し て､ 以 後｢ 民 衆 文 化｣ が 上 流 階 層 に よ っ て エ

キ ゾ チ ッ ク な 文 化 と 　 し て｢ 再 発 見｣ さ れ る ま で の 間､ 批 判 の 対 象 と な

っ て い く 　 と い う｡ ま た､ 17 世 紀 頃 に 絵 画 作 品 の 流 れ で は､ 純 粋 な 風 景

画が確立し､画面に人物を存在させなくなっていく｡

｢ 民 衆 文 化｣ と｢ エ リ ー ト 文 化｣ の 帝 離 が 進 む16 　 世 紀 ヨ ー ロ ッ パ

世 界 に お い て､ 風 景 画 の ジ ャ ン ル が 確 立 し､ ま た 次 第 に｢ 農 民｣ や｢ 社

会的周縁｣を含まない風景画が普遍的になっていく　ことは､ ｢文化的

仲 介 者｣ 集 団 の 喪 失 で あ り､ そ こ に は､ ｢ 民 衆 文 化｣ を 保 護 し よ う 　 と

した｢エリート階層｣のとしての画家の消失も含まれるのではないだ

ろ う か｡ す な わ ち､ 最 終 的 に は｢ 民 衆 文 化｣ が｢ エ リ ー ト 文 化｣ に 飲

み込まれていく流れを､絵画の変遷からも読み取れるのではないかと

考 え る｡ ま た､ そ の よ う な 認 識 の 枠 組 の 中 で ブ リ ュ ー ゲ ル の 作 品 を 位

238 　 ミ ュ シ ャ ン プ レ､ 前 掲 書､ 211 頁｡
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置づけてみたほうが､彼の作品をより　自然に理解できるであろう｡

つまり､バークやゲレメクによる図式､すなわち民衆文化とエリー

ト 文 化 の 混 在(A)､ ル ネ サ ン ス､ 宗 教 改 革､ エ リ ー ト 階 層 に お け る 新

しい信仰と価値観の変化に伴う｢社会的周縁｣に対する上からの排除

の 動 き(B)､ 民 衆 文 化 と エ リ ー ト 文 化 の 帝 離､ ｢ 社 会 的 周 縁｣ に 対 す

る｢ 縛 り 首｣ と い う 措 置(C)､ 民 衆 文 化 の｢ 再 発 見｣ (D) と い う 流 れ

の中に､民衆文化保護､擁護の立場をとるエリート階層の抗いの動き

(B ′) が つ け 加 え ら れ る べ き で は な い か｡ い い か え る な ら､ 風 景 画

の 先 駆 け(A)､ 宗 教 的 主 題 を 伴 わ な い 風 景 画 の 普 及(B)､ 人 物 の 消 失

し た｢ 風 景 画｣ と い う ジ ャ ン ル の 確 立(C)､ か つ て の 思 想 と は 異 な る

｢ 牧 歌 性｣ や｢ ェ キ ゾ チ ッ ク な｣ 農 民､｢ 社 会 的 周 縁｣ の｢ 再 評 価｣(D)

という流れの中に､ ｢集合的記憶を表象する場｣を絵画に昇華しよう

とする動きが一部の画家の心性に現れるという段階が存在する｡すな

わ ち､ " 目 に 見 え な い 粋" で 画 家 と 描 か れ た 人 び と を 結 ぶ 動 き(B ′)

というファクターの存在が確認できるのではないか｡

｢社会的周縁｣の絵画上での消失の流れは絵画の変遷において､｢エ

リ ー ト 文 化｣ と｢ 民 衆 文 化｣ の 乗 離､ 慈 善 思 想 の 変 化 に 対 応 す る と 筆

者は考えている｡また､それゆえに当時の画家たちの描いたこれらの

作 品 は､ 当 時 の 人 び と の 心 性 の 一 端 を み る こ と が で き る｢ 記 憶 の 場｣

と　して非常に重要な意味をもってく　るのではないだろうか｡

以 上 を ま と め る と､ 16 世 紀 ネ- デ ル ラ ン ト の 絵 画 に はB ′ の よ う な

表象が､ブリューゲルを代表として絵画作品に残されていることが確

認 で き る｡ さ ら に そ の う え で､ ピ ー テ ル= ブ リ ュ ー ゲ ル の 絵 画 作 品 は

自立的な風景画と農民や｢社会的周縁｣の｢記憶の場｣と　しての絵画

の融合を果たし､以降の画家に影響を与えることができたのである｡
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その具体例を次節で紹介していく　ことと　したい｡

第2 節 失 わ れ る｢ 民 衆 文 化｣ ､ 発 見 さ れ る｢ 民 衆 文 化｣ 一 農 民 描 写 と

｢社会的周縁｣の描かれ方の変容-

第4 章 で は､ ブ リ ュ ー ゲ ル の 作 品 か ら､ 画 家 の｢ 民 衆 文 化｣ に 対 す

る擁護の意識を確認した｡ブリューゲルの生きた時代には､彼が人間

のあるべき姿として推奨し､人びとの記憶に残そうとした｢民衆文化｣

の 様 々 な 部 分 が､ ま だ わ ず か な が ら に 存 在 し て い た｡ ブ リ ュ ー ゲ ル は

そ れ を 受 け 入 れ､ キ ャ ン バ ス に 吐 き 出 し て､ 生 き 生 き と 表 現 し て み せ

た｡ そ れ は 目 に 見 え る 形 の も の を と っ た り､ 社 会 的 結 合 関 係 の よ う な

人 と 人 と の 秤､ し が ら み と い っ た 目 に 見 え な い 形 を と っ た り 　 し た｡ ま

た､言語化できない身ぶり言語と　しての形をとるものもあった｡それ

らは祭り　という形をとった人びとのエネルギーの噴出や､農村世界の

暴力や儀礼とも結びついた｡

し か し な が ら､ ブ リ ュ ー ゲ ル が 守 ろ う 　 と 　 し た こ れ ら の｢ 民 衆 文 化｣

は､ 衰 退 の 一 途 を 辿 っ て し ま う｡ ｢ 民 衆 文 化｣ は エ リ ー ト 階 層 に 否 定

され､両者の間にあった相互交流は消え去り､残ったのは形骸化しつ

つ あ る｢ 民 衆 文 化｣ で あ っ た｡ 18 世 紀 以 降､ エ リ ー ト 階 層 が い っ た ん

は 捨 て 去 っ た｢ 民 衆 文 化｣ を､ 当 の エ リ ー ト 階 層 が ェ キ ゾ チ ッ ク な も

の と し て｢ 再 発 見｣ す る に 至 る ま で の 流 れ が､ バ ー ク の 仕 事 に よ っ て

明 ら か に さ れ て き た こ と は､ 第 　2 　 章 で 述 べ た 通 り で あ る｡ 本 節 で は､

そ の よ う な｢ 民 衆 文 化｣ の 断 絶､ ｢ 再 発 見｣ を 示 す も の と 　 し て の 図 像

史 料 を 提 示 し､ ブ リ ュ ー ゲ ル 作 品 と の 比 較 を 試 み る｡ そ う す る と､ こ

れまでは風俗画､農民画といったカテゴリーでひとく　く　りにされてい
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た一連の作品群が､実際は異なる性質のものであり､異なる心性のも

と に 描 か れ た 作 品 で あ る こ と が 明 ら か に な る だ ろ う｡ そ し て､ ブ リ ュ

ーゲルの作品が､前節で述べたような　B′のカテゴリーに相当するも

の で あ る こ と を 実 証 し た い｡ こ れ に よ り､ ブ リ ュ ー ゲ ル の 作 品 が 他 の

画家と比べ､歴史学の見地からもより一層際立って重要な史料となる

ことが証明されるであろう｡

ブ リ ュ ー ゲ ル が 開 拓 し た 農 民 風 俗 画 は､ フ ラ ン ド ル の ア ド リ ア- ン

( ア ド リ ア ン) = ブ ラ ウ エ ル(1605/06-1638)､ ダ フ ィ 　 ッ ト( ダ ー フ ィ

ッ ト) = テ ニ ー ル ス 　2 世(1610･1690)､ オ ラ ン ダ の ア ド リ ア- ン( ア

ド リ 　 ア ン) - フ 　 ア 　 ン= オ ス タ ー デ(1610-1685)､ ヤ ン= ス テ- ン

(1626･1679) ら に 継 承 さ れ た239｡ そ し て ブ リ 　 ュ ー ゲ ル は､ 17 世 紀 前

半まで北方の画家たちに影響を与えた画家として評価されている｡し

か し､ こ こ で 注 目 　 し た い の は､ 彼 ら が ブ リ ュ ー ゲ ル の｢ 何 を｣ 継 承 し

えたかという点であろう｡それは単にジャンルと　しての農民風俗画と

い う 表 層 部 分 だ け な の か､ そ れ と も､ ブ リ ュ ー ゲ ル の 作 品 に 内 包 さ れ

る｢ 民 衆 文 化｣ - の 共 感 の 存 在 を も 継 承 し て い る の か｡ 本 節 で で き る

限りの分析を試みたい｡

ま ず は､ 彼 ら の 作 品 を 追 っ て み よ う｡ オ ラ ン ダ の ハ- ル レ ム と ア ム

ス テ ル ダ ム で 活 躍 し た ブ ラ ク エ ル の､ ≪ カ ー ド 遊 び ≫ ( 図44) や ≪ ト

ラ ン プ 遊 び の 喧 嘩 ≫ ( 図45) と い っ た 作 品 は､ ま さ し く ブ リ ュ ー ゲ ル

239 　 岡 部､ 『 図 説 ブ リ ュ ー ゲ ル 』､ 100 頁｡ ネ- デ ル ラ ン ト 絵 画 の 変 遷 に

ついては､樺山紘一『ヨーロッパ近代文明の曙　措かれたオランダ黄金

期』 (京都大学学術出版社､ 2015)を参照｡樺山は歴史学の土俵でオラ
ンダ絵画という図像史料をふんだんに用いながら､｢図像をもって読解す

る 歴 史｣ に 迫 っ て い る｡ そ の 他､ 高 階 秀 爾 監 修 『 ル ー ブ ル 美 術 館 　5 　 バ
ロ ッ ク の 光 と 影 』 ( 日 本 放 送 出 版 協 会､ 1986)､ エ ミ ー ル= エ イ メ ル( 田

辺 徹 訳) 『 ア ム ス テ ル ダ ム 国 立 美 術 館 』 ( み す ず 書 房､ 1990)､ エ デ ィ= ヨ

ング(小林頼子監訳)『オランダ絵画のイコノロジー　テーマとモチーフ

を 読 み 解 く 』 ( 日 本 放 送 出 版 協 会､ 2005) な ど も 参 照 し た｡

174



の作品を踏襲したものであるといえよう｡

図 　44 　 ア ド リ ア- ン= ブ ラ ウ エ ル 　 ≪ カ ー ド 遊 び ≫

油 彩 画､ 33 ×43cm､ 1630 　 年 代 　 ミ 　 ュ ン- ン 　 ア ル テ ー ピ ナ コ テ-

ク

17 　 世 紀 ネ- デ/ レ ラ ン ト の 画 家 ア ド リ ア- ン= ブ ラ ク エ ル に よ る カ

ード遊びの描写｡.暴力行為-の発展の可能性は見られないが､居酒

屋での人びとの振る舞いが描写されるo

出典:相賀徹夫編著『原色世界の美術　第　6　巻　西べ/レリン国立

美 術 館 』 ( 小 学 館､ 1970)
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図45　ブラウエル　≪カード遊びの喧嘩≫

出 典: web 　 取 得 　 帥
(2017 年4 月 現 在)

≪カード遊び≫には､暴力行為-の発展の可能性は見られないが､

≪トランプ遊びの喧嘩≫については､構図の違いはあるものの､一方

がもう一方の頭をめがけて攻撃を仕掛ける様子が､第3章で述べたよ

うな｢筋書き通りの｣暴力行為の流れを鑑賞者に伝えている｡そのプ

ラウエルに影響を受けた画家がオスターデである｡オスターデの≪居

酒屋の農夫たち≫ (図　46)や≪宿屋の農民たち≫ (図　47)に描かれ

る農民描写は､ブラウエルと同じく､描かれた農民たちの体躯や仕草

にどことなくブリューゲルの影響が見えるようである｡
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図　48　オスターデ≪居酒屋の室内≫

紙 に 水 彩1680 年 　22.8 ×20.3cm 　 ブ リ 　 ュ ッ セ ル 王 立 美 術 館 所 蔵

出典:岡部､ 『図説ブリューゲル』

テ ニ ー ル ス 　2 世 の 作 品 に つ い て は ど う だ ろ う か｡. 彼 も ま た ブ ラ ク エ

ル の 影 響 を 受 け た と さ れ､ さ ら に ブ リ ュ ー ゲ ル の 次 男 で あ る ヤ ン= ブ

リ 　 ュ- ゲ/ レ( 父) の 娘 ア ン ナ と 結 婚 し て い るo 　 そ の テ ニ ー ル ス 　2 世 の
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描 く 　 ≪ フ ラ ン ド ル の 縁 日 ≫ ( 図49) に は､ 手 を つ な い で こ ち ら に 顔 を

見せる上品な夫婦が描かれており､彼らはテニールス　2世自身と､そ

の 妻 ア ン ナ で あ る と さ れ る234｡

･'' ～̀  ゝ̀ ･-I. ミ 肇 野' 照 豆'':< 　 轡- 軌軸鞄-冶㌣

図49 　 ダ フ ィ ッ ト= テ ニ ー ル ス 　2 世 　 ≪ フ ラ ン ド ル の 縁 日 ≫

油 彩 　1652 年 　157 ×221cm 　 ブ リ ュ ッ セ ル 王 立 美 術 館 所 蔵

出 典: 岡 部､ 『 図 説 ブ リ ュ ー ゲ ル 』､ 100 頁｡

この2人は服装や仔まいからも､農民たちとは異なる社会階層であ

ることがわかる｡この絵は村の縁日に合わせて農民が食事や団軍を楽

しんだり､ダンスをして楽しんだりする様子が描かれている｡テニー

ル ス 　2 世 の 描 く ≪ フ ラ ン ド ル の 縁 日 ≫ や ≪ 村 の 縁 日 ≫ ( 図50) に 描 か

れる農民たちは､穏やかで上品な印象をもつ｡

234 　 岡 部､ 『 図 説 ブ リ ュ ー ゲ ル 』､ 100 頁｡
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